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報告事項① 
 東京都医師会より「在宅療養者における新型コロナウイルス感染症対策（令和 2 年 7 月

15 日版）」の周知について 

                           

〇掲載場所  
東京都医師会ホームページ 

 ＵＲＬ：https://www.tokyo.med.or.jp/16698 
 東京都医師会トップページ＞新型コロナウイルス感染症情報＞医師または一般を選択 
 【「在宅療養者における新型コロナウイルス感染症対策」】 
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報告事項② 

令和 2 年度看取り支援講演会（市民向け・専門職向け）開催報告と今後の予定  

目的 

  

地域包括支援センターが行う講演会等を通じて、高齢者及びその家族が、 

高齢者本人が幸せな人生であったと思えるような最期をどのように迎えたら 

よいのか考えてもらうきっかけづくりとなることを目的とする、または医療・介護

に関わる専門職が看取りに対する知識や技術を身につけることを目的とする。 

 

方法 

  

市民・専門職向け講演会等 

    対象者：市民とその家族、地域の医療介護関係者 

    内容 ： 看取りをテーマとする講演会、映画上映等 

          各会においてエンディングノートの無料配布と記載方法説明 

           

看取り 

支援 

講演会

開催 

実績 

と 

予定 

  

市民・専門職向け 看取り支援講演会 （各地域包括圏域 年間 1 回ずつ） 

 

日程     タイトル 講師    会場 担当 

1 7/2 看取る心 

看取られる心 

精神科 

医師 

アイムホール 

参加者 53 名   

たかまつ 

包括 

 

2 10/28 看取りは命のバトンを

受け渡す大切な場面 

〰臨終後の命の 

バトンリレー〰 

看取り士 こぶし会館 さいわい 

包括 

3 12/2 映画上映会 

人生をしまう時間 

（とき）！ 

映画 総合福祉 

センター 

ふじみ 

包括 

 ★残り３回は、決定次第、広報たちかわやチラシ等で周知します 

 

看取り支援フォーラム （全圏域対象） 担当 ふじみ包括             

令和 3 年 1 月 30 日（金） 14 時～16 時 00 分 アイムホール 

    基調講演<なんとめでたいご臨終>  

小笠原内科・岐阜在宅ケアクリニック 小笠原 文雄 医師 
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報告事項③                            

医療と介護に関する地域課題： 

認知症の方の ACP の在り方 終末期の「本人意思決定」と「家族の意向」 

状況 

  

認知症等により判断能力が低下している高齢者が末期がんになった場合の

告知をめぐり、違和感があった事例 

 

詳細 

 ・本人の判断能力が低下している場合などで、告知することで本人の不安感

が増強したり、介護者負担が増加することが予測されたため、がん治療担

当医と家族間の協議により、告知を見合わせた。 

 

 ・病名を知らない本人は、これまで通りの医療機関（がん専門医以外の近医）

への受診を行っているが、がんに関する治療は受けられていない。 

 

 ・今後、状況悪化し、動けなくなった段階で、入院する方針である。 

課題 

（地域 

課題） 

 

１） 本人に告知しないことにより、支援の選択肢が狭小化している 

 

２） 短期記憶低下状態の本人に対して、家族の強い意向で告知せず 

ACP の場さえ作られないのでは誰のための支援なのか、どのように家 

族に関わるべきなのか等、支援者には、支援を行っている中で様々な 

疑問が生じている 

 

協議会

委員の

意見を

求め 

たい 

内容 

 

 

①  判断力が低下した方の ACP についてどのように考えるか 

 

②   ACP の推奨・啓発が進んでいる中、判断能力が低下している 

高齢者をどのように支援するのが望ましいか 

 

 

本人に告知すること・積極的な治療はしないこと等、 

命の選択を家族の意思決定だけにゆだねていいのかどうか 
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報告事項④                              

立川市多職種研修オンラインシンポジウム 報告 

内容 

 

 「新型コロナウイルス感染症第二波に備えて 

  立川市の医療・介護崩壊を防ぐために今知っておくことと 

                             その備えについて」 

  

   日時： 令和 2 年 8 月 11 日(火)18：00～20：00 

対象： 医療・介護関係者 

方法： Zoom によるオンライン配信 

内容：〇司会進行：荘司 輝昭氏（立川市医師会在宅医療担当理事） 

〇オンライン基調講演： 

     ・大友 宣 氏 （医療法人財団 老蘇会 静明館診療所医師） 

      「札幌で何が起こったか、そのときどう動いたか？」 

     ・岸田 直樹氏 （総合診療医・感染症医/感染症コンサルタント 

札幌市危機管理対策室 参与（感染症対策担当） 

北海道大学医学院社会医学博士課程（数理モデル） 

北海道科学大学薬学部 客員教授（臨床推論） 

一般社団法人 Sapporo Medical Academy 代表理事 

    「高齢者施設における新型コロナウイルス感染症対策」 

     ・大河内 章三氏（ケアマネジャー 居宅介護支援事業所 

                               支援センターミナミ） 

 「名古屋の介護現場で何が起こったか？ 

そのときどう動いたか？」 

   〇オンラインシンポジウム： 

     講師の先生方によるオンラインシンポジウム 

参加者：申込数    125 件 

     アクセス数  121 件 

  
※立川市医師会への委託事業  

※次回 8 月 26 日(水)18:30~ 
「立川市で何が起こったか？そのときどう動いたか？」 

研修 

受講者 

 の 

感想 

 

・実際の話が聴けて大変感動しました。リモート研修でも（会場で講演を聴く 

状況と比べて）遜色ないと感じました。 

・リソースの確保（「ひと・もの・かね」）は、頭が痛い問題だと思いました。 

昨年度、コロナの拡大が明確になりだした頃に医療関係者の家族がいる 

スタッフが家族の指示で退職したことがありました。 

・クローズドな形での情報共有はとても大切だと思いました。行政と職能団体と 

 で早急に検討する必要があると思います。 



 
 

7

協議事項①  
“立川市高齢者福祉介護計画（第 8 次高齢者福祉計画 第 8 期介護保険事業計画” 
基本施策（案）について 
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健康寿命の延伸 

（介護予防） 

生活支援体制の 

整備 

（生活支援） 

安心して暮らせる

住まいの整備 

（住まい） 

在宅療養の推進 

（医療） 

 

介護保険事業の 

円滑･適正な運営 

（介護） 

基本理念 基本的視点 基本目標 

施策の方向性 

① 介護予防事業の推進 

② 生涯学習の推進 

③ 社会参加の場の拡充 

④ 就労につなげる仕組みづくり
の推進 

⑤ 地域での支え合い活動の 

充実 

⑥ 地域における相談体制の 

充実 

⑦ 安心のまちづくりの推進 

⑧ 安全な交通環境の整備 

⑨ 防災対策の推進 

⑩ 生活支援サービスの実施 

⑪ 権利擁護の推進 

⑫ 住まいの環境整備 

⑬ 住まいの確保への支援 

⑭ 在宅医療と介護の連携 

推進 

⑮ 認知症施策の推進 

⑯ サービス基盤の整備 

⑰ サービスの質の確保と給付の
適正化 

⑱ 介護人材の確保・育成 

⑲ 広報活動の推進 
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基本目標 

基本理念 

施策の方向性 

・在宅医療と介護の連携 

・サービス基盤の整備 
・介護人材の確保・育成 

・サービスの質の確保と給付の適正化 
・広報活動の推進 

・介護予防事業の推進 
・生涯学習の推進 
・社会参加の場の拡充 

・就労につなげる仕組みづくりの推進 

・認知症の予防（未病改善） 

・認知症の人との共生 

・地域での支え合い活動の充実 

・生活支援体制整備 

・生活支援サービスの実施 

・相談支援体制の充実 

・権利擁護の推進 

・安心のまちづくりの推進 

・安全な交通環境の整備 

・防災対策の推進 

・住まいの環境整備 

・住まいの確保への支援 

いつまでも健やかに 

暮らせるまち 

認知症になっても 

その人らしく 

暮らせるまち 

皆で支え合いながら 

暮らせるまち 

相談しやすく 

様々なサービスを 

利用できるまち 

安全・安心に 

暮らせるまち 

暮らしやすい住まいが 

充実したまち 

住み慣れた地域で 

最期まで暮らせるまち 

介護保険事業の 

適正な運営 
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第７次高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画 基本施策 

 

① 医療と介護資源の情報提供体制の構築                  （ア）（ウ）(エ)(キ)（ク） 

基本施策の概要  在宅医療と介護サービスの資源を把握し、市民等が在宅療養を選択す

る際に必要な情報をマップ化して提供します。 

2018～2020 年度

の方向・目標 

2017（平成 29）年度に作成しマップ化した情報を有効に活用していきま

す。 

また、3 年に一度、マップを更新します。 

2019 年度末時点

での振り返り（課

題など） 

介護サービス事業所の情報更新方法の検討が必要。 

検索しやすい画面の使用の検討が必要。 

 

② 切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の整備                （ウ）（エ）（カ） 

基本施策の概要  在宅生活で医療と介護のサービス提供が切れ目なく受けられるように、

医療関係者と介護関係者間での情報共有を推奨し、チームケアとしての

体制づくりを行っていきます。 

2018～2020 年度

の方向・目標 

医療および介護関係者を対象にさまざまな多職種連携研修等において

「在宅医療・介護連携のための情報共有の手引き」を活用した研修等を３

回実施し、切れ目のない支援体制の構築を図ります。 

2019 年度末時点

での振り返り（課

題など） 

2019 年度は、看取りに関する研修を中心に実施したため、「在宅医療・介

護連携のための情報共有の手引き」を活用した研修ではなかった。今

後、「在宅医療・介護連携のための情報共有の手引き」をどのように活用

していくか、また、更新が必要か検討が必要。 

 

③ 在宅医療・介護連携に関する相談支援                         （ウ）（オ） 

基本施策の概要  在宅療養に関する相談窓口を設置し、市民や支援者等向けに在宅療養

に関する相談や情報提供等の支援を地域包括支援センター等関係機関

と連携して行います。 

2018～2020 年度

の方向・目標 

相談窓口の普及啓発を行い、相談窓口の活用を図ります。 

相談窓口での相談件数を毎年度増やしていくために、相談員のレベルア

ップおよび相談窓口の普及に努めます。 

2019 年度末時点

での振り返り（課

題など） 

基本的には、市民からの相談、医療・介護関係者からの相談は、地域包

括支援センターで対応できているが、地域の医療・介護関係者へ対して、

さらに在宅医療・介護相談窓口を普及啓発していく。 

また、現在は認知症地域支援推進員が兼務しているため、今後、在宅医

療・介護相談窓口がより効果的に機能するような設置場所・設置方法を

含め、検討が必要。 
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第８次高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画 基本施策（案） 

 

① 医療と介護資源の情報提供体制の構築                   （ア）（ウ）(エ)(キ)（ク） 

基本施策の概要  在宅医療と介護サービスの資源を把握し、市民等が在宅療養を選択する

際に必要な情報をマップ化して提供します。 

現状 2019（平成 31）年度に、在宅医療・介護資源マップ Web 版の情報更新のた

めのアンケート調査を医療機関（医科、歯科、薬局、訪問看ーション）に対

して実施して、情報の更新を行いました。 

2021～2023 年度

の方向・目標 

在宅医療・介護資源マップ Web 版の検索方法や検索後の画面展開等、使

いやすくなるように改修していきます。 

情報の更新は 1 年に 1 回行います。 

 

② 切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の整備                （ウ）（エ）（カ） 

基本施策の概要  在宅生活で医療と介護のサービス提供が切れ目なく受けられるように、医

療関係者と介護関係者間での情報共有を推奨し、チームケアとしての体

制づくりを行っていきます。 

現状 医療介護連携推進多職種研修等を実施し、医療と介護の情報共有を図

り、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築に取り組みました。 

2021～2023 年度

の方向・目標 

切れ目なく在宅医療と介護が提供され、住み慣れた地域で最期まで暮ら

せるように、地域の医療・介護関係者の協力を得ながら、「在宅医療・介護

連携のための情報共有の手引き」の改定等、必要な取組を検討していき

ます。 

 
③ 在宅医療・介護連携に関する相談支援                         （ウ）（オ） 

基本施策の概要  在宅医療・介護相談窓口を設置し、市民や支援者等向けに在宅療養に関

する相談や情報提供等の支援を地域包括支援センター等関係機関と連携

して行います。 

現状 在宅医療・介護相談窓口の設置 

南エリア １か所（南部西ふじみ地域包括支援センター内） 

北エリア １か所（北部中さいわい地域包括支援センター内） 

「立川市出張暮らしの保健室」を開催して、市民の個別の相談を受け付け

ました。 

2021～2023 年度

の方向・目標 

地域の医療・介護関係者、地域包括支援センター等からの在宅医療と介

護の連携に関する相談の受付、連携調整、情報提供を引き続き行えるよう

在宅医療・介護相談窓口の体制を強化し、市外の医療機関等への周知を

行っていきます。「出張暮らしの保健室」を市民に身近な場所で開催し、個

別の相談を受け付けていきます。 
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第 7 次高齢者福祉計画・第 7 期介護保険事業計画 基本施策 

 
④ 在宅医療と介護連携に関する課題の抽出と対応策の検討             (イ) 

基本施策の概要  医療と介護の連携に向けて、医療関係者と介護関係者等により、課題の

抽出と解決に向けた協議を行います。 

2018～2020 年度

の方向・目標 

定期的な協議会を実施し、医療と介護の連携推進を強化していきます。 

必要に応じて、部会を設置し、柔軟な協議会運営を行います。 

2019 年度末時点

での振り返り（課

題など） 

引き続き、在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討を行う。 

2020 年度は、第７期の評価及び第 8 期への提言について協議します。 

 

⑤ 医療と介護に関する多職種連携の推進                    （イ）（ウ）（エ）（カ） 

基本施策の概要  在宅生活で医療と介護サービスを切れ目なく提供できるよう、医療と介護

に関わる多職種が参加する研修を実施します。 

2018～2020 年度

の方向・目標 

医療および介護関係者に多職種連携研修の周知を図ります。 

また、計画に基づき、多種多様な研修を継続的に実施し、年間の延べ研

修参加者数を増やしていきます。 

2019 年度末時点

での振り返り（課

題など） 

多くの専門職が参加し、在宅医療・介護連携について学習することができ

た。これにより、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制に寄与すること

ができました。 

2020 年度は、病院スタッフへの在宅医療・介護連携支援の研修を加えま

す。 

 

⑥ 在宅医療と介護連携に関する普及啓発                      （ウ）（エ）（キ） 

基本施策の概要  在宅での療養が必要になったときに必要なサービスを適切に選択できるよ

う、在宅医療や介護についての理解を促進するための周知活動に取組み

ます。 

2018～2020 年度

の方向・目標 

普及啓発に関する計画に基づき、市民に対して医療と介護の連携に関す

る講座等を開催します。特に人生の最終段階の医療に関する周知を図る

講座を開催するとともに、最期を迎えるに際して医療の受け方や緊急時の

対応に関して本人の意思決定の促進に努めていきます。 

2019 年度末時点

での振り返り（課

題など） 

多くの市民及び介護支援専門員を中心とした専門職に適切な看取りにつ

いて普及啓発することができました。 

引き続き、市民及び専門職に適切な看取りについて普及啓発を進めま

す。また、高齢者のみならず若い子ども世代に対しても普及啓発を進めま

す。 

「立川市出張暮らしの保健室」も活用して、在宅療養に関する普及啓発を

行います。 
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第８次高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画 基本施策（案） 

 

④ 在宅医療と介護連携に関する課題の抽出と対応策の検討               (イ) 

基本施策の概要  医療と介護の連携に向けて、医療関係者と介護関係者等により、課題の

抽出と解決に向けた協議を行います。 

現状 立川市在宅医療・連携推進協議会を開催しました。 

2018（平成 30）年度 協議会 4 回  2019（平成 31）年度 協議会 4 回 

2020（令和 2）年度  協議会 4 回 

2021～2023 年度

の方向・目標 

引き続き、定期的な協議会を実施し、医療と介護の連携推進を強化してい

きます。 

 

⑤ 医療と介護に関する多職種連携の推進                    （イ）（ウ）（エ）（カ） 

基本施策の概要  在宅医療と介護サービスを切れ目なく提供できるよう、医療と介護に関わ

る多職種が参加する研修を実施します。 

現状 医療と介護に関わる多職種が参加する研修を開催しました。 

2018（平成 30）年度  

医療介護連携推進多職種研修(グループワーク形式） 1 回 

2019（平成 31）年度 

医療介護連携推進多職種研修(シンポジウム形式） 1 回  

医療介護連携推進多職種研修(看取りに関する実践講座） 6 回 

2020（令和 2）年度 

医療介護連携推進多職種研修(シンポジウム形式） 1 回  

医療介護連携推進多職種研修(グループワーク形式） 1 回 

医療介護連携推進多職種研修(看取りに関する実践講座） 8 回 

在宅医療・病院連携支援研修 4 回 

2021～2023 年度

の方向・目標 

高齢者を支える医療職及び介護職が互いの制度や知識を理解するととも

に、それぞれの課題について共通認識を深め、医療と介護が連携したサ

ービス提供がスムーズに行えるよう研修内容を工夫して実施します。 

 

⑥ 在宅医療と介護連携に関する普及啓発                       （ウ）（エ）（キ） 

基本施策の概要  住み慣れた地域で最期まで暮らし続けられるよう、在宅医療や介護につい

ての理解を促進するための周知活動に取組みます。 

現状 市民及び専門職に適切な看取りについて普及啓発を進める講演会及び研

修会を開催しました。 

2018（平成 30）年度 地域福祉市民フォーラム 1 回 

2019（平成 31）年度 市民向け看取り支援講演会 17 回 

介護支援専門員等専門職向け看取りに関する研修会 5 回 

2020（令和 2）年度 

2021～2023 年度

の方向・目標 

引き続き、市民及び専門職に適切な看取りについて普及啓発を進めま

す。「出張暮らしの保健室」を活用して、在宅療養に関する普及啓発を行い

ます。 
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